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　９月１１日、午前１０時一般質問のトップバッターとして、初めて演壇に立ちました。当日は、区長会の皆さんも研修として傍聴してくれた為に、傍聴席はまるで、プロ野球の阪神優勝を賭けた決戦のような盛り上がり？で、いつもの、清閑な雰囲気とは一変していました。私は、①市町村合併について


②住民参加のまちづくりについて


の大タイトル２点について、質問しました。この際だから、これも、あれも、聞いておきたいなぁ。という気持ちで原稿を書いたら、意味が良く分らなくなってしまったのと、市長の答弁の後の「再質問」の時などは、頭の中が真っ白で、どう答えてくれたのかも、良く思い出せない始末です。そこで、なんとも情けない話ですが、自分の発言原稿を分解しながら説明し、回答は思い出せる範囲での報告ということでご容赦願いたいと思います。





　市町村合併はあくまでも手段であり、合併すれば無条件で恩恵を受けられるものでもなく、努力無しでデメリットの克服もできません。


　合併を「新たな地域の創造」ととらえ、地域住民が自分たちの地域は、自分たちでつくるという


「気概」と「一体感」を持ち、知恵と力を出し合って新市づくりに取り組むことが重要ではないでしょうか。～ダイジェスト版Ｐ８より抜粋～





　２０世紀は、主に自然界のモノを「加工して」「販売」することによって、利便性や豊かさを追求してきたと思います。しかし、この社会は争いや貧富の格差、環境問題等の副産物も同時に生み出してきました。（経済偏重社会）


　不景気に歯止めが掛からない今日、産業界も行政も『稼げる部門や地域へもっと集中して、お金も体制も傾斜してシフトしていくべき！』という石原都知事のような考えも台頭してきています。（偏重社会加速）


　しかし、私はこの方法では２０世紀の副産物である諸課題の本質的な解決にはならないし、弱肉強食の社会へ加速していく道ではないかと大変心配するのです。モノを作り出し、販売してお金を稼ぐことは、もちろん大切ですし、そして、それが都市というおとうさんの役割だとすれば、利根沼田などの地方は、おかあさんの役割、つまりおとうさんが、しっかり働いてもらうための「お弁当」を創り出しているところだと考えているのです。


　この「お弁当」の中身こそが、利根沼田の大自然で育てられた、きれいな水や空気、森林や大地といったキーワードだと考えるのです。　当然、利根沼田の自然を大切にする「範囲」を今後の人間の生活の単位（行政区）とうまく調整していかなくてはなりません。


　これが、「地域内分権」である地域審議会や地域振興局の役割だと考えるのです。今回の合併の論点は沼田市ｖｓ利根郡ではなく、都市ｖｓ地方だと考えるのです。（合併の意義についての考え　その２）





　上記の要旨を通告して、質問した訳ですが、自分でも後で読んで、難解だなぁと正直言って思います。聞く方は当然もっと分りづらかったろうなぁと反省しています。ただ、この難解な文書の中には、自分の普段の行政や自治に対する思いは、ぎっしりと詰まって、テンコ盛りになっていることだけは確かなので、この熱い気持ちだけは今回受け止めて下さい。


　という訳で、合併の意義についての発言の趣旨を本誌の１面を使って分解してみたいと思います。





　合併の意義の一つは、一言で言うと「ポテンシャル」≒潜在能力、可能性です。


　任意合併協議会が作成した「新市将来構想」には、前回のニュースで


も報告したように、「人口」と「財政」（お金）の現状と推計（予測）が


資料の多くを裂いてあります。しかし、このことは事実でしょうが、聞かされた人間の気持ちはどういう状況になるかといえば、頭をうなだれた状態になると思うのです。『人口は減る一方。交付税も減る方向。しょうがないよねぇ。これじゃぁ』この状態で、パワーが生まれるでしょうか？私は、難しいと思います。納得でなくて、説得されている感じが強く出てしまうのです。


良い食材と良いキッチンがあっても、コックさんがやる気にならなくては、おいしい料理は作れないと思うのです。


　ダイジェスト版にも、掲載の通り（左に抜粋）「合併はあくまでも手段」なのです。では、何を達成していくための手段なのでしょう？財政が「赤字」だから、その解消の手段？小さい自治体じゃ効率悪いから？そんなことではないはずです。住民のみなさんの幸福のためでなくてはなりません。　（右上段へと話は続きます）





　「感性」という言葉を質問の中に入れました。人体では、右脳が「知性」を司り、左脳が「感性」を司っている


と言われています。最近の医学データでは、若いときから「趣味」や「芸術」に親しんでいた人は、（仕事人間で忙しく働いて趣味等を作らなかった人よりも）歳をとって痴呆症になりにくいというのです。


　計算能力や記憶能力といった「実用的」な能力のみをフル稼働させていると、脳が異常を訴えるということなのでしょうか。それに対して、心が刺激されるようなことに触れている人は、異常が少ないというデータはなんとも皮肉


な警鐘でしょう。トリビアの泉という『生きていく上で、まったく意味のない無駄な知識』を紹介するＴＶ番組がありますが、これまで、「無駄」とされてきたもの（事柄）の再評価が今、問われていると思います。


ですから、実用的能力≒知能指数（ＩＱ）に偏った社会から、心の指数≒（ＥＱ）の考えを取り入れた社会を創造していくべきと考えたのです。





【高柳質問趣旨】住民参加のまちづくりについて


　市長は『声なき声を聞きながら、市政運営に当たる』


として、市長直通ｆａｘなども新設し、声の把握に努力をしてきています。


様々な努力に対しては敬意を表すものの、声なき声の


主体は、市長に直接「意志」を伝えられる人達ではなく


街にモノが建てられたり、事業が改廃された時点になって『なんで、こんなモノがここに建つんだろう？どうしてこれが、できないんだろう？』と疑問に思ったり、不審に思ったりしている人達の、モヤモヤした気持ちの総合的な感情が、声なき声＝サイレント・マジョリティ


直訳するところの「声なき多数派」であると認識しています。


　つまり、声なき声を聞くということは、行政執行への疑問なのですから、こうゆう思いへの「説明責任」をしっかり果たしていくことが、「声ある多数派」へ市民を


促し、結果として市政へ積極的な姿勢になる原動力となると思うのですが、市長はどうお考えですか。


　また、野球で言えば監督と観客は多いが、選手がまだまだ少ないと感じているが、選手をうまく育てていく方法をお考えかどうか、お聞きしたい。


　先般、市長に提出された、「市民参加検討会議報告」


の今後の進め方についてお尋ねしたいと思います。


【市長】


　住民参加のまちづくり（運動）は、東京の多摩地域で


始まったと認識している。篠原ハジメ氏や松下ケイイチ


氏といった方々の考え方に通じるものも多くあると思う。「民度」の向上がいづれにしても鍵となると認識しているし、そうなってくれば、自ずとカタチも見えてくると考えている。


（こんなことを答えてもらった気がしています。メモの


字が自分で読み取れません。ボロボロでした。）





　新市将来構想の中に、「ゼロ・エミッション」を目標として位置付けてはどうか。という質問もしました。上記太字タイトルにあるように、自然界には、「ごみ」というものがないのです。木の葉から、動物の糞に至るまで、循環をして、自然のサイクルの中に溶け込んでいっています。人間が作り出したモノのみが、「排出物」「ごみ」といって


自然のサイクルに溶け込まず、「ヤッカイモノ」として扱われるのです。


　利根沼田の宝である資源は、言うまでもなく自然です。「新市将来構想」の考えのベースもここに、視点を置いたものとなっています。人間の能力も無駄という概念をなくして、一見、無駄とも思えるような地域の人的、物的、資源や潜在能力を、鉱山から鉱脈を探すように、地道な努力をしていくことが、将来の希望への王道と考えるのです。


　





【一般質問趣旨】沼田市の目指す環境整備について


　水は利根沼田の財産であり、今後の市町村合併の


動きを睨めば、地域間競争の「大きな戦略」と見るべきと考える。


　消防署より下流は流量も多い。清水とまでは、まだまだ、いかないが、かなり綺麗になってきた。１２０号の拡幅工事によって、「目に見える部分」が減ってしまったのは残念だが、ビオトープ化のイメージを今後は生かして長期的には、街なかへも導水してはどうか。利根沼田のシンボルともなると考える。


　また、城堀川の水を（滝のように）放水する箇所で


「段差」を利用した発電も試みられると聞いたが、


新たな観光資源の可能性も秘めているのではないか。


【市長】


　拡幅工事は２３０ｍの緑化計画をビオトープ等の請願も取り入れながら進めてきている。今後も住民の皆さんの意見も採り入れながら進めたい。城堀川の


整備や街なかへの導水の趣旨は理解できる。


　段差発電は国のハイドロバレー計画（水力発電）での試行施策で、全国１０カ所の内、沼田市の２カ所（てんぐ坂と横塚）が指定になった。今後の推移を（期待しながら）見守りたい。


【一般質問趣旨】


水の利活用について総合的にどう考えているのか。


【市長】


　（緑化計画は）フィールド・パーク～エコ・パークへそしてビオトープへ、とステップアップさせていき、教育の中へ浸透させていくべき。


　水の戦略化への総合的な考えは、都市の飲料水の


６５％は利根沼田の県域全体で涵養された「宝」という認識は一致。早晩、水や自然の「価値」も（都市部へ向け）具申していく日も近いという認識だ。





【複数一般質問趣旨】


これまでの、各種の説明会への参加率が極めて低い。住民意思の把握という点では、非常に心配が残る。


合併をしなくてはならない理由やメリットを知る上での資料としては、不足ではなかったか。


この間の利根沼田の圏域全体への配慮は理解するが、沼田市民へ市長として、訴えが不足していたのでは？


市長が水上での合併賛成の意思表示をした後のハガキによるアンケートは、回答の理解に難点有り。


（特例債目当ての）拙速な合併には警鐘を鳴らす、町村や著名人もいるが…。


【市長】住民説明については、広報等も活用して、様々な


努力をしてきた。説明会への参加率が低いのは残念だが


現在も各種団体説明会開催や出前説明にも対応可能として、継続して努力している理解願いたい。


　市民へ沼田市長として説明を！という事に関しては、利根沼田全体への最大限の配慮から。


　時代には「剣が峰」と言うべき節目が必ずある。重大事の大局的な判断は首長の宿命「身を捨てて仁を成す」の気概で、今後に当たりたい。是非ご理解を！








【一般質問趣旨】


国立病院が独立行政化されるという話に、住民から


「経営の側面」が強まり、医療体制が縮小されるのではないかという不安の声が聞かれるが、どうか。


【市長】


　Ｈ１６年に法人化が決定となった。（医療体制の縮小につながらないよう）ガンの専門化等の高度医療を県へ要請している。また、病床数の拡大についても要請項目に入れてあるので、不安を払拭するよう努めたい。








【決算質問趣旨】市民実践型地域づくり・人づくり事業


　良い企画と考えていたが、応募数の少ないのが残念だ


　理由の分析と今後の対応について伺いたい。


【関係部署回答】　いわゆる「ばらまき型」とならないよう留意してきた結果が減になったと認識している。趣旨を生かしつつ次年度へ対応していきたい。





【決算質問趣旨】庁舎整備基金事業


　１億円の予算が計上されているが、厳しい財政状況の中、どのような計画として検討されてきたのかを伺いたい。


【関係部署回答】現在の庁舎はＳ３９年１２月に建てられたもの。老朽化が進行しており、第４次総合計画に沿って、バリアフリー等も視野に入れ、将来、数十億と推計される建設費の一部でも、積み立てようとの思いから


の企画で、１億円そのものの根拠は特にない。





【決算質問趣旨】テレビ難視聴対策事業


　


【関係部署回答】


【決算質問趣旨】ごみ収集作業委託事業


【関係部署回答】








【決算質問趣旨】小学校生活相談支援事業


　この事業の内容の詳細と不登校の実態状況把握。その対応について伺いたい。


【関係部署回答】子供と一緒に遊んだり、話したり、日常生活を共にする中での「相談役」となる事業。日常生活を共に過ごす事で、親しみを持った相談相手となり得る。


不登校の実態は、（昨年度）小学校７人、中学校２７人となっている。対応は、本施策含めて、正確な実態把握と早期対応にあるとの認識で対応してきている。





【決算質問趣旨】県有施設跡地利用事業


　











【関係部署回答】











【決算質問趣旨】福祉医療費（障害者）


　県内の市では高崎と伊勢崎と沼田だけが、県の基準でしか知的障害医療費の補助が支給されていない。（他の自治体


は独自で高水準の支給しているところ多い）なんとか向上できないものか。


【関係部署回答】他市町村では１６の自治体が「独自基準」


に基づき支給している。当市では、支給対象人数の増と予算状況の厳しさの中での選択とならざるを得なかった。今後も前向きに検討していきたい。





【決算質問趣旨】成年後見制度利用支援事業


　高齢化等へ対応する、良い制度だと考えるが、昨年実績とＰＲ努力は、どう行ってきたのか伺いたい。


【関係部署回答】Ｈ１４年からの施行にあたり、Ｈ１２年からＰＲには取り組んできた。実績は昨年度１件だった。


　意見を参考に、さらに努力していきたい。














【複数一般質問要旨】海外での城を生かした街での感動


が、今も心に強くのこっている。観光は付加価値の時代へ入ったと考えている。また、利根沼田にとっての共通の郷土に対する誇り（アイデンティティ）も持つことが出来ると確信している。沼田市も沼田城を中心とした


歴史を生かしたまちづくりをすべきと考えるがどうか。


【市長・教育長】


　城をコア（中心）にしながら、周辺の遺産を発掘してサテライト（衛星）的な「歴史と文化のまち」のイメージは一定理解する。しかし、なんと言っても財政と合意がネックとなっている。今後の発掘には現存の建物等の移動なしでは、進められない箇所が多い。


【複数一般質問要旨】サラダパークは関係者の努力で観光スポットとして、一定程度成長してきた。しかし、総花的に色々な施策が統一性を欠いていて、戦略が見えない。今後を見据えて市場調査をし、本物志向のグリーンツーリズムの拠点にしていくべきではないか。


【市長】


　作物でいえば、新種で長持ちするモノ考案中。市場調査や観光の研究も進行中。日帰り体験や姉妹都市との連携も視野に入れ、「欧風」でなく、「和風」のイメージで


関係者と良く相談しながら、進めていきたい。





【決算質問趣旨】図書館運営について


　図書の不返却は、年間どれくらいあって、どのように管理し対応してきたのか伺いたい。


【関係部署回答】　





【決算質問趣旨】テレビ難視聴対策事業


【関係部署回答】





【決算質問趣旨】ごみ収集作業委託事業


　


【関係部署回答】農業後継者創り事業（仮称）


【決算質問趣旨】


【関係部署回答】








　　



































【一般質問趣旨】市営住宅の修繕や立て替え計画が、進んでいない。そのような状況下で「待機者」は９０人と前年を上回っている。待機者は皆、切実な状況なので、「工夫」


をして、改善していくべき。Ｈ２０年には計画通りにいけば、２８戸増やせることになる。前倒ししてでも、計画


を進めて欲しい。また、「定住」へのソフト面での支援も柔軟に考えるべきと思う。


【市長・建設部】


　民間の力（借り上げ方式だと思われる）を借りるには、市の基準面積と異なる等の課題もある。検討課題とさせて欲しい。基本的には現在の計画を着実に進めていくことで


理解願いたい。





【平成１４年度決算審査特別委員会とは？】


　私の認識度では、現在勉強中ですが、本年３月議会の際に提案された予算案に対し、様々な観点から論議をし、承認


され、執行された各事業が、「有効」に「趣旨」に沿って実行されてきたのかを審査するものであると受け止めています。


　もちろん、単年度での効果では計れない事項もこの中に含まれるであろうと考えます。９月１６日～１９日の４日間で


審議されました。





東京２３区か横浜市（政令都市）か？


横浜や大阪にまで地方交付税


出す理由がわからない


合併は市町村いじめではなく


地方分権へ対応する強い自治体創りを目指すもの。








